
NO.1

　　社会福祉法人 筑前早良福祉会

　　特別養護老人ホーム 愛信園

　　理 事 長　   　津 田　悦 夫

　れ防止、職員の腰痛予防のため、電動介護ベッドの購入を計画し、8月25日にベッ

平成27年8月にベッドが新しくなりました！

　置き、施設運営を行って参ります。ご入所者様並びに、ご家族様のご理解とお力添

　えを、宜しくお願い申し上げます。

　　愛信園では、今後とも社会福祉法人としての本来の役割である社会貢献を念頭に

　ため、十分使用できる状態のベッド108台をラオス国サワンナケート県へ寄贈する

　ドの入れ替えが、完了いたしました。

　　今まで使用していた手動式介護ベッドは、有効活用について商工会議所等から

　のお勧めや、不詳、私が友好協会会長を務めるラオス国から譲渡の希望があった

　計画を立て、ラオス国の人々の医療や介護に役立てて頂ける様に、寄贈の準備を

　　平成27年9月19日に、108台のベッドは博多港を出港し、ラオス国に向かい10月

　8日に、ラオス国サワンナケート県へ到着しております。

　　当愛信園は、平成27年度事業計画において、ご入所者様の快適な睡眠や床ず

【フランスベッド】　　超低床電動式介護ベッド（25台）

ベッドの入れ替え　　平成27年8月24日(月）～8月25日（火）

　　ベッド導入後は、ご入所者様より「気持ちいいですよ」「良く眠れますよ」などの

　お喜びのお声を頂いております。介護職員からも、ベッドマットのクッション性が

　アップした事で、床ずれの方が、今迄と違いほとんどいなくなっています。また、

　手動式より電動式になったことで、高さ調整が楽になり、職員の腰痛予防にも

　整えております。

　役立っていると聞いております。



２台同時組立　（約１５分）

梱包開封作業

⇒

⇒

⇒

⇒

ベッド組み立て

 ベッド搬入（新館玄関前）　

 （ご入所者様が外に出ないよう注意喚起を行う）

総勢：1５名にて作業開始

フランスベッド職員（11名）、メディカ職員（4名）

 組立完了

 （調整確認終了）  （蚊対策で蚊取り線香使用）

 桜棟非常口より搬入

NO.2

【フランスベッド】　　超低床電動式介護ベッド（25台）



⇒

NO.3

【フランスベッド】　　超低床電動式介護ベッド（25台）

⇒

　　職員２名にて、抱えた状態にて

　　搬入を行う。　　通常の状態では、居室に入らず。

　　フランスベッドは幅が広い為、

　九州医療サービス（株）にて洗濯。

⇒

＜最終安全点検＞

　キャスターを外している使用済みベッドに

　ついては、台車の乗せて、搬出を行う。

⇒

使用済みベッドを裏口へ並べる

　古いマットは、３階ホールにて保管



パラマウントベッド　１４時

新館玄関前到着

【パラマウントベッド】　　低床電動式介護ベッド（87台）
平成27年8月24日（14：30）～8月25日（17：30）

NO.４

⇒

寄附して頂いた電動介護ベッドは、電圧の関係で

　使用済みベッドは、コンテナに積み込む為、

　解体し、４台１セットにて準備する。

　

１２：３０ フランスベッド搬入　終了

⇒

　４トントラックは、入車時に桜の木に

　接触あるが、裏口より入る。

【パラマウントベッド】　　低床電動式介護ベッド（87台）
平成27年8月24日（14：30）～8月25日（17：30）

⇒

ラオスでは使用できない為、３階ホールにて保管。



　

NO.５

　　説明及び打ち合わせ

パラマウントベッドは幅９０ｃｍの為、居室

組立作業開始　（14：15）

⇒

　　ベッド搬入及びラオス寄贈に関する

　使用済みベッドは、コンテナに積み込む為、

【ラオスへの寄贈準備】　　ベッド108台を山九運送にて博多港へ
平成27年8月25日～8月26日

⇒

⇒

⇒

ベッド搬入作業終了

国旗シール４８０枚発注

　解体し、４台１セットにて準備する。

寄贈ベッドの４隅に貼る。

８月２５日　１７：３０

パラマウントベッド ８７台

入口より搬入可能。　＜最終安全確認＞



　

　山九運送（代表者１名、運搬者２名）

　台風の影響により、８時到着予定を

⇒

　コンテナに積み込み。 　積み込み。

⇒

ラオス国寄贈に関する今後の日程

１０ｔトラック （８セット ３２台） 積込み

計：４８台分輸送（博多港へ）

　残りのベッドは１０ｔトラックにて輸送
　４t車は、リフト幅が狭く、ベッドのキャスター

　１３時へ変更　（４ｔ、１０ｔトラック）

　４ｔトラック （４セット １６台） 積込み

⇒

８月２６日　１７：００　運搬作業終了

　九州医療サービス（株）にて洗濯済のベッドマットを 　山九運送にて、ベッド本体をコンテナに

　が脱輪する為、職員５名にて支えて入れる。



【フランスベッド】

　ることで改善できるように対応しております。

　身体拘束にあたり、この超低床ベットを使用す

　超低床タイプで、現在のベッドの中では、一番

　低く、床よりベッド面まで11ｃｍとなっています。

　衝撃吸収マットを敷くと、骨折等の怪我を防ぐ

　事ができます。現在、ベッドを柵で囲むことは、

【パラマウントベッド】

　低床タイプで、床よりベッド面まで25ｃｍとなっ

　ベッドマットは最新の床ずれ予防ﾏｯﾄになって

　転落の可能性があるご利用者の方でも、横に

　ており、万が一転落した場合の怪我を軽減が

　できるように設計されています。

　対応に伺えるように工夫されています。

　おり、また、マットに体動センサーが内蔵され

　お一人で起き上がると危険な方に、いち早く

〔フランスベッド超低床型の電動式介護ベッド〕

　県知事へ引き渡しを行う。

　ベッド寄贈式

　当法人の津田悦夫理事長より、ラオス国サワンナケート

パラマウントベッド・フランスベッドの特色

〔ﾊﾟﾗﾏｳﾝﾄﾍﾞｯﾄﾞ最新型の電動式介護ベッド〕

11月16日

　サワンナケート県へ到着

9月19日 　博多港を出発

　ラオス国到着10月8日


